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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

この土木工事施工管理基準(以下、「管理基準」という。)は、千葉県農林水産部所管

農業農村整備事業等に係る建設工事のうち県が発注する工事について、その施工に当た

っての工事の工程管理、出来形管理及び品質管理の適正化を図るため、受注者が実施す

る施工管理の基準を定めたものである。 

【略】 

第４ 施工管理の実施 

【略】 

３ 施工管理の実施と提出内容 

施工管理は、契約工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保が図られる

よう、工事の進行に並行して、速やかに実施し、測定（試験）等の結果をその

都度管理図表等に記録し、適切な管理のもとに保管し、監督職員の請求に対し

速やかに提示するとともに、工事完成時に提出しなければならない。 

なお、提出様式は第５項「施工管理記録様式」を参考に適正な方式を選定するもの

とする。 

４ 施工上の留意点 

【略】 

５ 検査（完成・出来形・中間）時の提出内容 

受注者は、完成検査、出来形検査、中間検査時に、この管理基準に定められた施工管

理の結果を提出するものとする。 

【略】 

第５ 用語の定義 

管理基準値（参考）‥‥管理基準値（参考）は、「規格値」の範囲内に収まるよう、施工管 

理の「目安」として示したものである。受注者は社内の管理基準値により管理しなければ

ならない。 

【略】 

この土木工事施工管理基準(以下、「管理基準」という。)は、千葉県農林水産部所管

農業農村整備事業等に係る建設工事のうち県が発注する工事について、その施工に当た

っての工事の工程管理、出来形管理及び品質管理の適正化を図るため、請負者が実施す

る施工管理の基準を定めたものである。 

 

【略】 

第４ 施工管理の実施 

【略】 

３ 施工管理の実施と提出内容 

施工管理は、契約工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保が図られる

よう、工事の進行に並行して、速やかに実施し、その結果を監督職員に提出し、

確認を受けるものとする。 

なお、提出様式は第５項「施工管理記録様式」を参考に適正な方式を選定するもの

とする。 

４ 施工上の留意点 

【略】 

５ 検査（完成・出来形・中間）時の提出内容 

請負者は、完成検査、出来形検査、中間検査時に、この管理基準に定められた施工

管理の結果を提出するものとする。 

【略】 

第５ 用語の定義 

管理基準値‥‥管理基準値は、「規格値」の範囲内に収まるよう、受注者が実施する施工管

理の「参考」として示したものであり、使用は請負者の裁量による。 

 

【略】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧２ページ 
新２ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
第２項 直接測定による出来形管理 

１ 共通工事 
 

 

工    種 

 

 

項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

10掘 削 

 

10基準高(V)  ◯±  65 

【削除】 

 ◯± 100 

【削除】 

線的なものについては

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

20幅  (W) 基準幅、 小段幅等 

 ◯＋ 300  ◯－ 100 

 

◯－ 150 

30法長 (L) 

 

  〃 

法長５ｍ未満◯± 125 

  

 〃５ｍ以上◯± 2.5％ 

◯－ 200 

 

◯－  4％ 

40施工延長 省略 ◯－ 200 

20盛 土 省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

 
 

 

 
第２項 直接測定による出来形管理 

１ 共通工事 
 

 

工    種 

 

 

項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

10掘 削 

 

10基準高(V)  ◯±  65 

(◯＋  65  ◯－ 130) 

 ◯± 100 

(◯＋ 100◯－ 200) 

線的なものについては

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

20幅  (W) 基準幅、 小段幅等 

 ◯＋ 300  ◯－ 100 

 

◯－ 150 

30法長 (L) 

 

  〃 

法長５ｍ未満◯± 125 

  

 〃５ｍ以上◯± 2.5％ 

◯－ 200 

 

◯－  4％ 

40施工延長 省略 ◯－ 200 

20盛 土 省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

 

 

 

 

旧 4 ペ

ージ 
新 4 ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

法長で20点

以上のもの 

左記のも

ので20 点

未満のも

の 

左記のも

ので箇所

単位のも

の 

 

  
 

Ｗ２ Ｗ２ 
Ｌ２ 

Ｌ２ 
Ｌ３ 

Ｌ１ 

Ｗ１ 

ｖ 

土砂 

岩 
Ｌ１ 

Ｃ Ｌ 

 

 

【削除】 

同  上 同  上 同  上 
 

  

Ｌ２ 

Ｌ１ 

ｗ１ 

ｗ２ 
Ｌ３ 

Ｖ 

Ｃ Ｌ

  

 

 

 

余盛を指定した

場合は余盛計画

高により管理す

る。 

 

 

【略】 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

法長で20点

以上のもの 

左記のも

ので20 点

未満のも

の 

左記のも

ので箇所

単位のも

の 

 

  
 

Ｗ２ Ｗ２ 
Ｌ２ 

Ｌ２ 
Ｌ３ 

Ｌ１ 

Ｗ１ 

ｖ 

土砂 

岩 
Ｌ１ 

Ｃ Ｌ 

 

 

（ ）内の値は 

河川土工の場合。 

同  上 同  上 同  上  

  

Ｌ２ 

Ｌ１ 

ｗ１ 

ｗ２ 
Ｌ３ 

Ｖ 

Ｃ Ｌ

  

 

 

 

余盛を指定した

場合は余盛計画

高により管理す

る。 

 

 

【略】 

旧 5 ペ

ージ 
新 5 ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

40 基礎杭打

工 

 

41木 杭 

 

 

42 既製コン

クリート

杭 

43鋼管杭 

 

44場所打杭 

 

45深礎杭 

 

10基準高

(V) 

11 〃 

12 〃 

◯＋  50   ◯－  30 

 

場所打杭 ◯±  30 

深礎杭   ◯±  30 

◯＋  75 ◯－  45 

 

場所打杭◯±  45 

深礎杭  ◯±  45 

重要構造物は全数、

それ以外は施工本数

20本当たり1本測定

し、20本未満は2本

測定する。 

支持杭については打

止り沈下量を全数測

定する。 

【削除】 

 

20～44 

偏心 

(e) 

 

45〃 

別表ア参照 

 

深礎杭 100 

別表ア参照 

 

深礎杭 150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

40 基礎杭打

工 

 

41木 杭 

 

 

42 既製コン

クリート

杭 

43鋼管杭 

 

44場所打杭 

 

45深礎杭 

 

10基準高

(V) 

11 〃 

12 〃 

◯＋  50   ◯－  30 

 

場所打杭 ◯±  30 

深礎杭   ◯±  30 

◯＋  75 ◯－  45 

 

場所打杭◯±  45 

深礎杭  ◯±  45 

重要構造物は全数、

それ以外は施工本数

20本当たり1本測定

し、20本未満は2本

測定する。 

支持杭については打

止り沈下量を全数測

定する。 

※根固め工法による

先端部施工管理は特

別仕様書による。 

 

 

20～44

偏心 

(e) 

 

45 〃 

別表ア参照 

 

深礎杭 100 

別表ア参照 

 

深礎杭 150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧 6 ペ

ージ 
新 6 ペ

ージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



8 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの 

左記のも

ので 20点

未満のも

の 

左記のも

ので箇所

単位のも

の及び施

工延長 

  

Ｔ２ 

Ｔ１ 

Ｖ 

Ｌ 

Ｔ２ 

凹凸 

１％ 

 

基礎コンクリートは

91 コンクリート基礎

を適用する。 

 

 

 

 

 

法長の１％とは、山と

谷の差の絶対値をい

う。 

― 基準高、偏

心。 

なお、別に

支持力を

示したも

のについ

ては、杭打

ち成績表

(様式４)

による。 

― 

e =     x
2
+ y

Ｖ

ey

x

2

 

場所打杭とは、オール

ケーシング工法、リバ

ース工法、アースドリ

ル工法とする。 

 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの 

左記のも

ので 20点

未満のも

の 

左記のも

ので箇所

単位のも

の及び施

工延長 

  

Ｔ２ 

Ｔ１ 

Ｖ 

Ｌ 

Ｔ２ 

凹凸 

１％ 

 

基礎コンクリートは

91 コンクリート基礎

を適用する。 

 

 

 

 

 

法長の１％とは、山と

谷の差の絶対値をい

う。 

― 基準高、偏

心。 

なお、別に

支持力を

示したも

のについ

ては、杭打

ち成績表

(様式４)

による。 

― 

e =     x
2
+ y

Ｖ

ey

x

 

場所打杭とは、オール

ケーシング工法、リバ

ース工法、アースドリ

ル工法とする。 

 

旧 7 ペ

ージ 

新 7 ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

 

 

 

工     種 

 

 

項  目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

70栗石基礎 

 

71 砕石基礎 

 

72砂基礎 

 

73 均しコンク

リート 

10幅  (B) 

 

栗石基礎、砕石基礎 

◯－ 130 

砂基礎、均しコンク

リート   ◯－  65 

 

◯－200  

 

◯－ 100 

線的なものについて

は施工延長おおむね

50ｍにつき１箇所の

割合で測定する。 

上記未満は２箇所測

定する。 

箇所単位のものにつ

いては適宜構造図の

寸法標示箇所を測定

する。 

20厚さ（T） 

 

栗石基礎、砕石基礎、 

砂基礎     ◯－30  

均しコンクリート 

◯－13 

 

◯－ 50  

 

◯－ 20 

30施工延長 

 

31〃 

 ◯－ 0.2％、 

ただし延長 

50ｍ未満 ◯－ 100 

 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

 

 

 

工     種 

 

 

項  目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

80栗石基礎 

 

81 砕石基礎 

 

82砂基礎 

 

83 均しコンク

リート 

10幅  (B) 

 

◯－ 130 (◯－  65) ◯－200 (◯－ 100) 線的なものについて

は施工延長おおむね

50ｍにつき１箇所の

割合で測定する。 

上記未満は２箇所測

定する。 

箇所単位のものにつ

いては適宜構造図の

寸法標示箇所を測定

する。 

20厚さ（T） 

 

◯－  30 (◯－  13) ◯－ 50 (◯－  20) 

30施工延長 

 

31〃 

 ◯－ 0.2％、 

ただし延長 

50ｍ未満 ◯－ 100 

 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧10ペ

ージ 
新10ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

― 重要構造

物の基礎

のみ及び

施工延長 

左記のも

ので箇所

単位のも

の 

  Ｂ 

Ｔ 
  

【削除】管水路の基礎

は「8管水路工事10管

体基礎工(砂基礎等)」

による。 

 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

― 重要構造

物の基礎

のみ及び

施工延長 

左記のも

ので箇所

単位のも

の 

  Ｂ 

Ｔ 
  

10幅(B)の( )は砂基礎

及び均しコンクリー

トの場合。 

20厚さ(T)の( )は、均

しコンクリートの場

合であり、管水路の基

礎は「8管水路工事10

管体基礎工(砂基礎

等)」による。 

 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧11ペ

ージ 

新11ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

 

 

工     種 

 

 

項  目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

130羽口工 

（じゃかご） 

 

10 

法長ℓ  

 

 

 

 

 法長3m未満 

◯－  50 

 〃  3m以上 

◯－ 100 

施工延長20ｍにつき

１ヶ所、延長20ｍ以

下のものは１施工箇

所につき２ヶ所。 

20 

厚さt 

 ◯－50 

140 羽口工 

（ふとんかご、

かご枠） 

10 

高さ h 

 

 

 

 

◯－100 施工延長20ｍにつき

１ヶ所、延長20ｍ以

下のものは１施工箇

所につき２ヶ所。 

 20 

延長

L1,L2 

  

◯－200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新16ペ

ージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



12 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表

によるも

の 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様

式3-1) 

構造図に

朱記、併

記するも

の 

厚さ、法

長で 20

点以上

のもの 

左記の

もので

20点未

満のも

の 

左記の

もので

箇所単

位のも

の及び

施工延

長 

ｔ

 

 

高さ、法

長で 20

点以上

のもの 

左記の

もので

20点未

満のも

の 

左記の

もので

箇所単

位のも

の及び

施工延

長 

ｈ

Ｌ2

Ｌ1

 

 

 

 

 

 

 

【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17ペー

ジ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ℓ  



13 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レ、スパン

長で 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  

 Ｔ4 Ｔ5 

Ｔ1 Ｔ2 
e 

 
Ｌ

Ｌ 

Ｔ3 
Ｖ 

Ｂ1 

Ｈ 

Ｂ2 

Ｃ

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レ、スパン

長で 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

― 
Ｔ1 ＴＢ

ｅ

Ｖ

2

Ｔ4

Ｈ

ＬＣ

Ｔ3

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

 

 

 

 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レで 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  

 Ｔ4 Ｔ5 

Ｔ1 Ｔ2 
e 

 
Ｌ

Ｌ 

Ｔ3 
Ｖ 

Ｂ1 

Ｈ 

Ｂ2 

Ｃ

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レで 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

― 
Ｔ1 ＴＢ

ｅ

Ｖ

2

Ｔ4

Ｈ

ＬＣ

Ｔ3

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

 

 

 

 

旧37ペ

ージ 

新39ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レ、スパン

長で 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  

Ｔ4 

Ｔ3 

Ｔ1 Ｔ2 
Ｃ Ｌ 

ｅ 

Ｖ 

Ｂ 

Ｈ 

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レで 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  

Ｔ4 

Ｔ3 

Ｔ1 Ｔ2 
Ｃ Ｌ 

ｅ 

Ｖ 

Ｂ 

Ｈ 

 

スパン長の標準を９

ｍとした場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧39ペ

ージ 

新41ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、中

心線のズレ

で 20 点以

上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

― 

 
ＣＬ 

ｅ 

Ｖ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

  ― 

 
ＣＬ 

ｅ 

Ｖ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧41ペ

ージ 

新43ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
７ 河川及び排水路工事 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

７ 

河

川

及

び

排

水

路

工

事 

20コンク

リートブ

ロック積

み水路 

 

21 鉄筋

コンクリ

ート柵渠 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

省略  省略 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 河川及び排水路工事 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

７ 

河

川

及

び

排

水

路

工

事 

20コンク

リーート

ブロック

積み水路 

 

21 鉄筋

コンクリ

ート柵渠 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

省略  省略 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧42ペ

ージ 
新44ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―   

基 準 高 、

幅、、高さ、

中心線のズ

レで 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  ・幅、高さは柵渠には

適用しない。 

・土羽部分がある場合

は土工(１共通工事 10

掘削、20 盛土)と組合

わせて管理項目を設

定すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―   

基 準 高 、

幅、、高さ、

中心線のズ

レで 20 点

以上のもの 

 

 

左記のも

ので 20点

未満のも

の及び施

工延長 

―  幅、高さは柵渠には適

用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 
旧43ペ

ージ 

新45ペ

ージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｖ 

Ｔ2 

Ｌ 

Ｖ 

Ｔ1 

 

Ｖ2 Ｖ1 

Ｈ1 

Ｂ1 

e 

Ｈ2 

Ｃ Ｌ 

B2 

Ｖ 

Ｔ2 

Ｌ 

Ｖ 

Ｔ1 

 

Ｖ2 Ｖ1 

Ｈ1 

Ｂ1 

e 

Ｈ2 

Ｃ Ｌ 

B2 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

７ 

 

河

川

及

び

排

水

路

工

事 

30ライニ

ング水路 

 

31連節ブ

ロック 

 

32コンク

リートマ

ット 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

 

省略 

 

 

省略 

 

省略 

 

 

省略 

 

省略 

 

省略 

【略】 

８管水路工事 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管水路 

(遠心力鉄

筋コンクリ

ート管) 

 

20ＲＣ管 

【削除】 

 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

【略】 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

７ 

 

河

川

及

び

排

水

路

工

事 

30ライニ

ング水路 

 

31連節ブ

ロック張

り 

 

32コンク

リートマ

ット 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

 

省略 

 

 

省略 

 

省略 

 

 

省略 

 

省略 

 

省略 

【略】 

  ８管水路工事 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管水路 

(遠心力鉄

筋コンク

リート管) 

 

20ＲＣ管 

ＲＣ管 

 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

【略】 

 
旧44ペ

ージ 

新46ペ

ージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧46ペ

ージ 

新48ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管水路 

(ダクタイ

ル鋳鉄管) 

30K形 

31U形 

32T形 

(強化プラ

スチック複

合管) 

33B形、T形 

34C形 

35D形 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管 水 路 

(鋼 管) 

 

管種等の適用範囲は原則として下記による。 

管   種  ＪＩＳ Ｇ 3443 - 1(水輸送用塗覆装鋼管‐第１部：直管) 

       ＷＳＰ Ａ-101-2009（農業用プラスチック被覆鋼管） 

寸   法  80A～3500A 

塗覆装方法  管外面 長寿命形プラスチック被覆とする。 

       管内面 水道用液状エポキシ樹脂塗装とする。 

       なお、塗覆装方法の詳細は、別表カのとおりとする。 

接 合 法  突き合わせ溶接継手とする。 

工   法  通常の開削による布設工法とする。 

管路の範囲  導水管、送水管及び配水管とし、配水池、ポンプなどの端 

部施設との接続部までとする。 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管水路 

(ダクタイ

ル鋳鉄管) 

30A形 

31K形 

32U形 

33T形 

(強化プラ

スチック複

合管) 

34B形、T形 

35C形 

36D形 

省略 省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 省略 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

管 水 路 

(鋼 管) 

 

管種等の適用範囲は原則として下記による。 

管   種  ＪＩＳ Ｇ 3443 - 1(水輸送用塗覆装鋼管‐第１部：直管) 

       ＷＳＰ Ａ-101-2009（農業用プラスチック被覆鋼管） 

寸   法  80A～3500A 

塗覆装方法  管外面 プラスチック被覆又はアスファルト塗覆装 

       管内面 水道用液状エポキシ樹脂塗装とする。 

接 合 法  突き合わせ溶接継手とする。 

工   法  通常の開削による布設工法とする。 

管路の範囲  導水管、送水管及び配水管とし、配水池、ポンプなどの端 

部施設との接続部までとする。 

 

旧48ペ

ージ 

新50ペ

ージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧50ペ

ージ 

新52ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの (様

式3-1) 

構造図に

朱記、併

記するも

の 

― ― ○ 

 

 

― ― ○  省略 

― ― ○ 
  

― ― ○ 

 

【削除】 

JIS G 3443-4 に

準じる。 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

【削除】 

62 エポキ

シ樹脂塗

装 

 

 

20膜厚 最低膜厚は別表カ又は特

別仕様書に規定する膜厚

を下回ってはならない。 

最低膜厚は別表カ又

は特別仕様書に規定

する膜厚を下回って

はならない。 

省略 

省略 省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

 

 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの (様

式3-1) 

構造図に

朱記、併

記するも

の 

― ― ○ 

 

 

― ― ○  省略 

― ― ○ 
  

― ― ○ 

 

JWWA K-135 

に準じる。 

 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

63 水道用

液状エポ

キシ樹脂

塗装 

 

 

20膜厚 最低膜厚は特別仕様書に

規定する膜厚を下回って

はならない。 

最低膜厚は特別仕様

書に規定する膜厚を

下回ってはならない。 

省略 

省略 省略 省略 省略 

省略 

 

省略 

 

省略 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
旧65ペ

ージ 

新67ペ

ージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧66ペ

ージ 

新68ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

65 ジョイ

ント コ

ート 

省略 省略 省略 省略 

 
省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 省略 

省略 

 

別表カのとおり1.5 mm以

上 

ただし、加熱収縮後の厚

さとする。 

別表カのとおり 1.5 

mm以上 

ただし、加熱収縮後の

厚さとする。 

省略 

 

 

 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

81 シール

ド工事 

（二次覆

工） 

既製管覆

工 

82 推進工

事 

省略 既製管挿入工  ◯± 20 

推進工事   ◯± 30 

◯±30 

◯±50 

省略 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略  省略 

省略 

 

省略 

 

省略 省略 

 

 

 

 

 

 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

65 ジョイ

ント コ

ート 

省略 省略 省略 省略 

 
省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 省略 

省略 

 

1.5 mm以上 

ただし、加熱収縮後 

 

 

1.5 mm以上 

ただし、加熱収縮後 

省略 

 

 

【略】 

工    種 項 目 
管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

８

管

水

路

工

事 

81 シール

ド工事 

（二次覆

工） 

既製管覆

工 

82 推進工

事 

省略 ◯± 20（◯± 30） ◯±30(◯± 50) 省略 

 

省略 省略 省略 

省略 省略 省略 

省略  省略 

省略 省略 省略 

 

省略 

 

 

 

 

旧68ペ

ージ 

新70ペ

ージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧72ペ

ージ 

新74ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

省略 省略 ― ジョイント間隔 

測定位置 

 
基準高（Ｖ）は、Ｖ１を測定し管理する。 

たわみ率の計算 

ΔＸ／2R×100(%) 

ΔＸ＝〔2R-(Dh+t)〕又は 

   〔2R-(Dv+t)〕 

    2R：管厚中心直径 

     t：管厚 

Ｖの測定は管底（Ｖ

１ ）を原則とし、測

定時期は完了時と

する。 

【削除】 

 

 

 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

省略 省略 ― ジョイント間隔 

測定位置 

 
基準高（Ｖ）は、Ｖ１を測定し管理する。 

たわみ率の計算 

ΔＸ／2R×100(%) 

ΔＸ＝〔2R-(Dh+t)〕又は 

   〔2R-(Dv+t)〕 

    2R：管厚中心直径 

     t：管厚 

Ｖの測定は管底（Ｖ

１ ）を原則とし、測

定時期は完了時と

する。 

10 基準高（Ｖ）

の（ ）は推進工

事の場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧73ペ

ージ 

新75ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
【略】 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

 

 

20橋脚工 

 

張出 式 

重力 式 

半重力式 

 

 

 

 

 

10 

基準高(V) 

省略 省略 省略 

 

20 

天端長( 1 ) 

省略 省略 

30 

敷 長( 2 ) 

省略 省略 

40 

天端幅(B1) 

省略 省略 

50 

敷幅(B2) 

省略 省略 

60 

高 さ(H) 

省略 省略 

70 

橋脚中心

間距離 

(L) 

省略 省略 

80 

中心線の

ズレ (e) 

省略 省略 

 

 

※ 項目の順番を変更したが、管理基準値等については、変更がない。 

 

 
【略】 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

 

 

20橋脚工 

 

張出 式 

重力 式 

半重力式 

 

 

 

 

 

10 

基準高(V) 

省略 省略 省略 

 

20 

天端幅(B1) 

省略 省略 

30 

敷幅(B2) 

省略 省略 

40 

高 さ(H) 

省略 省略 

50 

中心線の

ズレ (e) 

省略 省略 

60 

天端長( 1 ) 

省略 省略 

70 

敷 長( 2 ) 

省略 省略 

80 

橋脚中心

間距離 

(L) 

省略 省略 

 

 

 

 

旧82ペ

ージ 

新84ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

 ―  ― 展開図に

朱記、併記

する  

 

 

間隔で２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

― 

 

 

断面で２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

― 
 

 

厚させ２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

―   

Ｔ 

 

施工端部、岩等

の突出部の特殊

な場合は適用し

ない。 

 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

 ―  ― 展開図に

朱記、併記

する  

 

 

間隔で２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

― 

 

 

断面で２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

― 
 

 

厚させ２０

点以上のも

の 

左記のも

ので２０

点未満の

もの 

―   

Ｔ 

 

施工単部、岩等

の突出部の特殊

な場合は適用し

ない。 

  

旧91ペ

ージ 

新93ペ

ージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

Ｈ 

Ｂ 

Ｈ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

13 

 

暗 

 

渠 

 

排 

 

水 

 

工 

 

事 

 

20集水渠 

( 支 線 ) 

21導水渠 

( 幹 線 ) 

 

 

 

 

 

 

 

10 

布設深(H) 

 

◯＋ 100 ◯－  50 ◯－  75 

 

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

【削除】 

20 

施工延長 

 

21  〃 

 

 ◯－ 0.2％、 

ただし延長 

500ｍ以下◯－1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

 

 

工     種 

 

 

項  

目 

管理基準値(㎜) 

(参 考) 
規格値(㎜) 測 定 基 準 

 

13 

 

暗 

 

渠 

 

排 

 

水 

 

工 

 

事 

 

20集水渠 

( 支 線 ) 

21導水渠 

( 幹 線 ) 

 

 

 

 

 

 

 

10 

布設深(H) 

 

◯＋ 100 ◯－  50 ◯－  75 

 

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

ただし、１箇所あたりの

施工延長が 50ｍ未満の

場合の測定数は特別仕

様書による。 

 
20 

施工延長 

 

21  〃 

 

 ◯－ 0.2％、 

ただし延長 

500ｍ以下◯－1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧92ペ

ージ 

新94ペ

ージ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、

幅、厚さ、

高さ、中

心線のズ

レ、スパ

ン長で 20

点以上の

もの 

 

左 記 の

も の で

20 点未

満 の も

の 及 び

施 工 延

長 

箇 所 単

位 の 構

造 物 に

ついて、

基準高、

幅 、 厚

さ、高さ 

 

スパン長の標準を

９ｍとした場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、

幅、厚さ、

高さ、中

心線のズ

レで 20点

以上のも

の 

 

左 記 の

も の で

20 点未

満 の も

の 及 び

施 工 延

長 

箇 所 単

位 の 構

造 物 に

ついて、

基準高、

幅 、 厚

さ、高さ 

 

スパン長の標準を

９ｍとした場合。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

旧 103

ページ 

新 105

ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レ、ジョイ

ント間隔で

20点以上の

もの 

 

 

左記のも

ので20 点

未満のも

の及び施

工延長 

箇所単位

の構造物

について、

基準高、

幅、厚さ、

高さ 

 

 

 

 

 

 

 

1 基準高(Ｖ)は管底を

原則とする。 

2 コンクリート二次製

品使用の場合であ

る。 

3 底樋がトンネルの場

合は、土木工事施工

管理基準5水路トン

ネル工事の 10 水路

トンネルに準ずる。 

4 斜樋等付帯構造物は

土木工事施工管理

基準1共通工事の90

コンクリート付帯

構造物に準ずる。た

だし、基準高(Ｖ)

は、取水孔(ゲート

中心)の標高とし、

高さ(Ｈ)は斜面直

角方向とする 

 
 

 

【略】 

管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式2-1、 

 2-2) 

結果一覧

表による

もの(様式

3-1) 

構造図に

朱記、併記

するもの 

基準高、幅、

厚さ、高さ、

中心線のズ

レ、ジョイ

ント間隔で

20点以上の

もの 

 

 

左記のも

ので20 点

未満のも

の 

箇所単位

の構造物

について、

基準高、

幅、厚さ、

高さ 

 

 

 

 

 

 

 

1 基準高(Ｖ)は管底を

原則とする。 

2 コンクリート二次製

品使用の場合であ

る。 

3 底樋がトンネルの場

合は、土木工事施工

管理基準5水路トン

ネル工事の 10 水路

トンネルに準ずる。 

4 斜樋等付帯構造物は

土木工事施工管理

基準1共通工事の90

コンクリート付帯

構造物に準ずる。た

だし、基準高(Ｖ)

は、取水孔(ゲート

中心)の標高とし、

高さ(Ｈ)は斜面直

角方向とする 

 
 

 
旧 105

ページ 

新 107

ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

別表イ 

【略】 

注）1. 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの

値を超えて 

はならない。 

3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び

径 700 ㎜以下の場合は、管の外から確認してもよい。また、埋戻後の測定は、

原則として呼び径800㎜以上に適用する。 

なお、「埋戻後」とは、特に指示のない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路

盤）を除いた埋戻完了時点とする。 
4. 標準値は目地処理のため施工上必要な、本来開くべきジョイント間隔値を示

している。規格値及び管理基準値は下図に示す位置を測定するものとする。 

5. 管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すa’ b’ c’ d’ 
とする。 

＜参考＞（１） 

【略】 

（２）外面から計測する場合 

１）標線による計測 

ジョイント間隔＝受け口長l２－（標線長h－側線長X1） 

 

 

 

 

 

 

 

２）標線によらない計測（参考） 

 

別表イ 

【略】 

注）1. 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの

値を超えて 

はならない。 

3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び

径 700 ㎜以下の場合は、管の外から確認してもよい。また、埋戻後の測定は、

原則として呼び径700㎜以下の測定は必要ない。 

なお、「埋戻後」とは、特に指示のない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路

盤）を除いた埋戻完了時点とする。 
4. 標準値は目地処理のため施工上必要な、本来開くべきジョイント間隔値を示

している。規格値及び管理基準値は下図にしめす位置を測定するものとする。 

5. 管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すa’ b’ c’ d’ 
とする。 

＜参考＞（１） 

【略】 

（２）外面から計測する場合 

１）標線による計測 

ジョイント間隔＝受け口長1/2－（標線長h－側線長X1） 

 

 

 

 

 

 

 

２）標線によらない計測（参考） 

旧108ページ 
新110ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧109ページ 

新 111ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

ジョイント間隔＝受け口長l２－（管有効長Ｌ－測定長X2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表ウ 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジョイント間隔＝受け口長1/2－（管有効長Ｌ－測定長X2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表ウ 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧109ページ 

新 111ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

規  格 

JIS G 5526・5527及び 

JDPA G 1027・1029 

JIS G  5526・5527及び 

JDPA G 1029 

8管水路工事Ｔ形 8管水路工事Ｕ形 

呼び径

(㎜) 

管理基準値 

(参 考) 
規格値 

標準

値 

管理基準値 

（参考） 
規格値 

75 

100 

150 

200 

250 

 ＋11 

＋11 

＋11 

＋11 

＋11 

0 

0 

0 

0 

0 

＋16 

＋17 

＋18 

＋16 

＋14 

0 

0 

0 

0 

0 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

300 

350 

400 

450 

500 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

600 

700 

800 

900 

1,000 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

105 

105 

105 

105 

－ 

＋23 

＋23 

＋23 

＋23 

－ 

－5 

－5 

－5 

－5 

－ 

＋32 

＋32 

＋32 

＋33 

－ 

－5 

－5 

－5 

－5 

1,100 

1,200 

1,350 

1,500 

1,600 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

105 

105 

105 

105 

115 

＋23 

＋23 

＋23 

＋23 

＋24 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

＋33 

＋33 

＋35 

＋35 

＋33 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

 

規  格 

JIS G 5526・5527及び 

JDPA G 1029・1029 

JIS G  5526・5527及び 

JDPA G 1029 

8管水路工事Ｔ形 8管水路工事Ｕ形 

呼び径

(㎜) 

管理基準値 

(参 考) 
規格値 

標準

値 

管理基準値 

（参考） 
規格値 

75 

100 

150 

200 

250 

 ＋11 

＋11 

＋11 

＋11 

＋11 

0 

0 

0 

0 

0 

＋16 

＋17 

＋18 

＋16 

＋14 

0 

0 

0 

0 

0 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

300 

350 

400 

450 

500 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

600 

700 

800 

900 

1,000 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

105 

105 

105 

105 

－ 

＋23 

＋23 

＋23 

＋23 

－ 

－5 

－5 

－5 

－5 

－ 

＋32 

＋32 

＋32 

＋33 

－ 

－5 

－5 

－5 

－5 

1,100 

1,200 

1,350 

1,500 

1,600 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

105 

105 

105 

105 

115 

＋23 

＋23 

＋23 

＋23 

＋24 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

＋33 

＋33 

＋35 

＋35 

＋33 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

旧111ページ 

新 113ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

1,650 

1,800 

2,000 

2,100 

2,200 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

115 

115 

115 

115 

115 

＋24 

＋24 

＋24 

＋24 

＋24 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

＋33 

＋33 

＋36 

＋36 

＋36 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

2,400 

2,600 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

115 

130 

＋24 

＋24 

－5 

－5 

＋36 

＋36 

－5 

－5 

注) 6. JDPAG 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は以下のとおり。 

 ・Ｔ形及びＴ形用継ぎ輪：300～2,000、Ｋ形：300～2,600 

 JDPAG 1029（推進工法用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は以下のとおり。 

 ・Ｔ形：250～700、Ｕ形：800～2,600 

7.  JDPAG 1027(農業用水用ダクタイル鋳鉄管)のＴ形用継ぎ輪のジョイント間隔は、

JISG5527（ダクタイル鋳鉄異形管）のＫ形に準じる。 

7.  JIS G 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）のＫ型、Ｕ型のジョイント間隔はJIS G 5526

（ダクタイル鋳鉄管）のＫ型、Ｕ型に準じる。 

8. 標準値は継手構造上、本来開くべきジョイント間隔値を示しており、規格値及び

管理基準値は 標準値に対する値を示している。 

【略】 

 

別表エ 

【略】 

 

 

 

 

 

1,650 

1,800 

2,000 

2,100 

2,200 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

115 

115 

115 

115 

115 

＋24 

＋24 

＋24 

＋24 

＋24 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

＋33 

＋33 

＋36 

＋36 

＋36 

－5 

－5 

－5 

－5 

－5 

2,400 

2,600 

  

 

 

 

 

 

 

 

115 

130 

＋24 

＋24 

－5 

－5 

＋36 

＋36 

－5 

－5 

注) 6. JDPAG 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は以下のとおり。 

 ・Ｔ形及びＴ形用継ぎ輪：300～2,000、Ｋ形：300～2,600 

 JDPAG 1029（推進工法用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は以下のとおり。 

 ・Ｔ形：250～700、Ｕ形：800～2,600 

7.  JDPAG 1027(農業用水用ダクタイル鋳鉄管)のＴ形用継ぎ輪のジョイント間隔は、

JISG5527（ダクタイル鋳鉄異形管）のＫ形に準じる。 

 

 

8. 標準値は継手構造上、本来開くべきジョイント間隔値を示しており、規格値及び

管理基準値は 標準値に対する値を示している。 

【略】 

 

別表エ 

【略】 

 

 

 

 

 

 

旧111ページ 

新 113ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

規 格 
ＪＩＳ Ａ 5350 

Ｄ      形（Ｓ６０） 

呼び径 

(㎜) 

標準

値 

管 理 基 準 値 

(参 考) 

規  格  値 

良  質  地  盤 軟 弱 地 盤 

200 

250 

300 

350 

400 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

0 

0 

0 

0 

0 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋35 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

＋15 

＋15 

＋15 

＋15 

＋25 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

450 

500 

600 

700 

800 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋ 5 

＋15 

＋15 

＋15 

＋20 

0 

0 

0 

0 

0 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

＋40 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 5 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋30 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 5 

900 

1,000 

1,100 

1,200 

1,350 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋20 

＋20 

＋20 

＋20 

＋20 

0 

0 

0 

0 

0 

＋40 

＋40 

＋40 

＋40 

＋40 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

＋30 

＋30 

＋30 

＋30 

＋30 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

1,500 

1,650 

1,800 

2,000 

2,200 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋30 

0 

0 

0 

0 

0 

＋45 

＋45 

＋45 

＋45 

＋50 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

＋40 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

2,400  0 ＋30 0 ＋50 － 5 ＋40 － 5 

規 格 
ＪＩＳ Ａ 5350 

Ｄ      形 

呼び径 

(㎜) 

標準

値 

管 理 基 準 値 

(参 考) 

規  格  値 

良  質  地  盤 軟 弱 地 盤 

200 

250 

300 

350 

400 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

＋ 5 

0 

0 

0 

0 

0 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋35 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

＋15 

＋15 

＋15 

＋15 

＋25 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

450 

500 

600 

700 

800 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋ 5 

＋15 

＋15 

＋15 

＋20 

0 

0 

0 

0 

0 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

＋40 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 5 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋30 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 3 

－ 5 

900 

1,000 

1,100 

1,200 

1,350 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋20 

＋20 

＋20 

＋20 

＋20 

0 

0 

0 

0 

0 

＋40 

＋40 

＋40 

＋40 

＋40 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

＋30 

＋30 

＋30 

＋30 

＋30 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

1,500 

1,650 

1,800 

2,000 

2,200 

 0 

0 

0 

0 

0 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

＋30 

0 

0 

0 

0 

0 

＋45 

＋45 

＋45 

＋45 

＋50 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

＋40 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

－ 5 

2,400  0 ＋30 0 ＋50 － 5 ＋40 － 5 

旧114ページ 

新 116ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

別表カ 

種 別 塗  覆  装  方  式 最小厚さ（㎜） 

直管 

テーパ付

き 

直管 

異形管 

 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第４部：内面エポキ

シ樹脂塗装（JIS G 3443 –  4） 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5㎜以上 

（「農業用プラスチッ

ク被覆鋼管（ＷＳＰ 

Ａ-101－2009）」によ

る） 

 

【外面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第３部：長寿命形外

面プラスチック被覆（JIS G 3443 –  3） 

2.0㎜以上 

現場溶接

部 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第４部：内面エポキ

シ樹脂塗装（JIS G 3443 –  4） 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5㎜以上 

（「農業用プラスチッ

ク被覆鋼管（ＷＳＰ 

Ａ-101－2009）」によ

る） 

【外面塗装】 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート（ＷＳ

Ｐ 012－2010）」 

プラスチック系の場合 

基 材：1.5㎜以上 

粘着材：1.0㎜以上 

 

備考１． 【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

【略】 

別表カ 

種 別 塗  覆  装  方  式 最小厚さ（㎜） 

直管 

テーパ付

き 

直管 

異形管 

 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第４部：内面エポキ

シ樹脂塗装（JIS G 3443 –  4） 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5㎜以上 

（「農業用プラスチッ

ク被覆鋼管（ＷＳＰ 

Ａ-101－2009）」によ

る） 

 

【外面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第３部：外面プラス

チック被覆（JIS G 3443 –  3） 

2.0㎜以上 

現場溶接

部 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第４部：内面エポキ

シ樹脂塗装（JIS G 3443 –  4） 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5㎜以上 

（「農業用プラスチッ

ク被覆鋼管（ＷＳＰ 

Ａ-101－2009）」によ

る） 

【外面塗装】 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート（ＷＳ

Ｐ 012－2010）」 

プラスチック系の場合 

基 材：1.5㎜以上 

粘着材：1.0㎜以上 

 

備考１．【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

旧116ページ 

新 118ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

第３項 撮影記録による出来高管理 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

１ 

共

通

工

事 

1、一般 １．工事着手前及び完成後の全景（できるだけ同

一位置から撮影する）。 
２．施工状況、施工法について適宜撮影する。 

３．仮設関係について適宜撮影する。 

４．被災のおそれがあるときはその都度出来高を

撮影する。 

５．品質管理実施状況について適 宜撮影する。 

６．工場製作状況について適宜撮影する。 

７．基礎工等で埋設される部分、完成後明視できない

部分などについては、特に留意して撮影する。 

【削除】 

 

８．その他必要に応じて適宜撮影する。 

【削除】 

 

 
 
【略】 

１ 

共

通

工

事 

４.石積み（張） 

ブロック積み

（張） 

省略 

 
省略 

５.基礎杭打工 

 

20本に１箇所の割合で撮影する。 

 

偏心量、リバウンド量、その他必

要箇所を撮影する。 

６.矢板打工 施工延長おおむね40～80ｍにつき１箇所の割合で

撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

偏心量、その他必要箇所を撮影す

る。 

７.オープンケ

ーソン 

省略 省略 

 

第３項 撮影記録による出来高管理 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

１ 

共

通

工

事 

1、一般 １．工事着手前及び完成後の全景（できるだけ同

一位置から撮影する）。 
２．施工状況、施工法について適宜撮影する。 

３．仮設関係について適宜撮影する。 

４．被災のおそれがあるときはその都度出来高を

撮影する。 

５．品質管理実施状況について適 宜撮影する。 

６．工場製作状況について適宜撮影する。 

７．基礎工等で埋設される部分、完成後明視できない

部分などについては、特に留意して撮影する。 

  なお、明視できる部分については、この基準

によらなくてもよい。 

８．その他必要に応じて適宜撮影する。 

（進捗管理のための遠景撮影など） 

 

 

 

【略】 
１ 

共

通

工

事 

４.石積み（張） 

ブロック積み

（張） 

省略 

 
省略 

５.基礎杭打工 

矢板打工 

矢板打設は上記と同一。 

基礎杭は20本に１箇所の割合で撮影する。 

杭及び矢板の偏心量、リバウンド

量、その他必要箇所を撮影する。 

６.オープンケ

ーソン 

省略 省略 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧118ページ 
新120ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

１ 

共

通

工

事 

９.コンクリー

ト付帯構造

物 

コンクリー

ト基礎、側

溝、管渠、 

横断構造

物、【削除】

コンクリー

ト擁壁、そ

の他上記に

準ずる 

もの 

省略 省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

１ 

共

通

工

事 

９.コンクリー

ト付帯構造

物 

コンクリー

ト基礎、側

溝、管渠、 

横断構造

物、ＲＣ橋、

コンクリー

ト擁壁、そ

の他上記に

準ずる 

もの 

省略 省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧120ページ 
新122ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

６ 

水

路

工

事 

１.現場打開

水路 

省略 省略 

２.現場打サイ

ホン 

省略 省略 

３.現場打暗渠 省略 省略 

４.鉄筋コンク

リート大型

フリューム、 

鉄筋コンクリー

トＬ形水路 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき１箇所の割合

で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

６ 

水

路

工

事 

１.現場打開

水路 

省略 省略 

２.現場打サイ

ホン 

省略 省略 

３.現場打暗渠 省略 省略 

４.鉄筋コンク

リート大型

フリューム、 

鉄筋コンクリー

トＬ形水路 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき１箇所の割合

で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧124ページ 
新126ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

８ 

管

水

路

工

事 

１.管体基礎工 

砂基礎 

及び埋戻等 

省略 省略 

２.管水路 

遠心力鉄筋 

コンクリート管 

省略 省略 

３.管水路 

強化プラスチ

ック複合管、 

ダクタイル鋳鉄

管 

省略 省略 

４.管水路 

（硬質ポリ塩化

ビニル管） 

省略 

 
省略 

５.管水路 

（鋼管） 

省略 省略 

６.管水路 

(埋設とう性

管)たわみ率 

たわみ量測定箇所２箇所につき１箇所の割合で撮

影する。 

ただし、測定箇所が２箇所【削除】の場合は２箇

所とも撮影する。 

 

省略 

 
【略】 

 
 
 
 

 

【略】 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

８ 

管

水

路

工

事 

１.管体基礎工 

砂基礎 

及び埋戻等 

省略 省略 

２.管水路 

遠心力鉄筋 

コンクリート管 

省略 省略 

３.管水路 

強化プラスチ

ック複合管、 

ダクタイル鋳鉄

管 

省略 省略 

４.管水路 

（硬質塩化ビニ

ル管） 

省略 

 
省略 

５.管水路 

（鋼管） 

省略 省略 

６.管水路 

(埋設とう性

管)たわみ率 

たわみ量測定箇所２箇所につき１箇所の割合で撮

影する。 

ただし、測定箇所が２箇所のみの場合は２箇所と

も撮影する。 

 

省略 

 

【略】 

 

 

 

 

旧126ページ 
新128ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



38 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

10 

橋 

梁 

工 

事 

１．コンクリー

ト桁 

（ポストテンシ

ョン桁） 

省略 省略 

２．鉄筋コンク

リート床

版工 

省略 省略 

３．鉄筋コンク

リート高

欄及び地

覆工 

【削除】 

上記と同一。 

【削除】 

上記と同一。 

11 

橋 

梁 

下 

部 

工 

事 

１．橋台工 省略 基礎関係、配筋、天端長、敷長、

敷幅、高さ、控壁の厚さ、その他

必要箇所を撮影する。 

なお、橋台沓部については「１ 共

通工事の10精度を要するもの」の

項に定めるところによる。 

２．橋 脚 工 

張出式 

重力式 

半重力式 

省略 省略 

３．橋脚工 

ラーメン式 

省略 省略 

 

 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

10 

橋 

梁 

工 

事 

１．コンクリー

ト桁 

（ポストテンシ

ョン桁） 

省略 省略 

２．鉄筋コンク

リート床

版工 

省略 省略 

３．鉄筋コンク

リート高

欄及び地

覆工 

幅については１スパンにつき１箇所の割合で撮影

する。 

厚さについては施工面積おおむね 30～60 ㎡につ

き１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

配筋、幅、厚さ、その他必要箇所

を撮影する。 

11 

橋 

梁 

下 

部 

工 

事 

１．橋台工 省略 基礎関係、配筋、天端長、敷長、

敷幅、高さ、控壁の厚さ、その他

必要箇所を撮影する。 

なお、橋台沓部については「１ 共

通工事の 100 精度を要するもの」

の項に定めるところによる。 

２．橋 脚 工  

張出式 

重力式 

半重力式 

省略 省略 

３．橋脚工 

ラーメン式 

省略 省略 

 

旧128ページ 
新130ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

12 

法

面

保

護

工

事 

1、法面保護工 客土吹付、植生基材吹付、コンクリート吹付、モ

ルタル吹付は、施工面積おおむね 200～400 ㎡に

つき１箇所、その他は1,000㎡につき１箇所の割

合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

法面状況、法面清掃、法勾配、法

長、厚さ、ラス張、植生ネット張、

むしろ張、アンカー打込み等必要

箇所を撮影する。 

 
【略】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工    種 撮影基準 撮影箇所 

12 

法

面

保

護

工

事 

1、法面保護工 客土吹付、植生基材吹付工、は、施工面積おおむ

ね 200～400 ㎡につき１箇所、その他は 1,000 ㎡

につき１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

法面状況、法面清掃、厚さ、金網、

植生ネット張、むしろ張、アンカ

ー打込み等必要箇所を撮影する。 

 

【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
旧130ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

第４項 品質管理 
１ コンクリート関係 

【略】 
 

規格値 管理方法 処置 

JIS Ｒ 5210～5214 

参照 

 

省略 【略】 

４. レディーミクストコンクリート

について、次の（１）及び（２）を

優先したアルカリ骨材抑制対策が

行われているものとし、その方法に

ついて受注者は監督職員に報告す

るものとする。 

  なお、現場練りコンクリートにつ

いても、これに準じるものとする。 

 

 

 

 

省略 

高炉スラグ粗骨材 L 

1.25kg/  

  〃  粗骨材 N  

1.35kg/  

  〃   細骨材 

1.45kg/  

省略 

省略 

 

【略】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４項 品質管理 
１ コンクリート関係 

【略】 
 

規格値 管理方法 処置 

JIS Ｒ 5210～5213

参照 

 

省略 【略】 

４. レディーミクストコンクリート

について、次の（１）及び（２）を

優先したアルカリ骨材抑制対策が

行われているものとし、その方法に

ついて請負者は監督職員に報告す

るものとする。 

  なお、現場練りコンクリートにつ

いても、これに準じるものとする。 

 

 

 

 

省略 

高炉スラグ粗骨材Ａ    

1.25kg/  

  〃  粗骨材Ｂ   

1.35kg/  

  〃   細骨材 

1.45kg/  

省略 

省略 

 
【略】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧136ページ 
新138ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
規格値 管理方法 処置 

【削除】 

砕石       40％以下 

砂利       35％以下 

舗装コンクリート 35％以下 

ただし、積雪寒冷地の舗装コン

クリートの場合は25％以下 

 

 (3)安全と認められる骨材の使用 

【略】なお、化学法については工事開始前、工事中

１回／６ヶ月かつ産地がかわった場合に信頼でき

る試験機関で試験を行うものとし、またモルタルバ

ー法は試験成績書により確認をするとともに、ＪＩ

Ｓ Ａ1804 コンクリート生産工程管理用試験法に

より骨材が無害であることを確認する。 

ただし、次の場合はこの限りではない。 

 １）工事開始前 

コンクリート打設開始日の１ヶ月以内に、国

営農業農村整備事業等で発注した他工事の受

注者の立会いによる試験結果がある場合は、そ

の試験結果を使用できる。 

２）工事中1回／６ヶ月かつ産地がかわった場

合 

ＪＩＳに基づき６ヶ月ごとに行う試験を化学

法で行う場合は、試験に用いる骨材の採取に骨

材生産者、生コンクリートの生産者及び受注者

が立会えば、ＪＩＳに基づく試験結果が使用で

きる。 

  なお、この試験結果は１ヶ月以内であれば他工

事でも使用できるが、この場合、受注者は同一の骨

材生産場所から納入されていることを確認するも

のとする。 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 省略 

  

省略  

省略  
 

 
 
 
 

 
規格値 管理方法 処置 

40％以下 

舗装コンクリート 35％以下 

 

 

 

 

 

 (3)安全と認められる骨材の使用 

【略】なお、化学法については工事開始前、工事

中１回／６ヶ月かつ産地がかわった場合に信頼

できる試験機関で試験を行うものとし、またモル

タルバー法は試験成績書により確認をするとと

もに、ＪＩＳ Ａ1804 コンクリート生産工程管理

用試験法により骨材が無害であることを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省略 

 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 省略 

  

省略 

 

 
 

省略  
 

 
 

 

 

旧138ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
【略】 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

 ト 

(2) 

施 

 

工 

28圧縮強度試験 

 
JIS Ａ 1108 【略】 

２.試験基準 

1 回／日または構

造物の重要度と工事

の規模に応じて 20～

150m3 毎に 1 回とす

る。 

テストピースは１

回につき６個（σ７…

３個、σ２８…３個と     

する。 

【略】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【略】 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

 ト 

(2) 

施 

 

工 

28圧縮強度試験 

 
JIS Ａ 1108 【略】 

２.試験基準 

1 回／日または構

造物の重要度と工事

の規模に応じて 20～

150m3 毎に 1 回とす

る。 

テストピースは１

回につき６個（σ７…

３本、σ２８…３本と     

する。 

【略】 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
【略】 

規格値 管理方法 処置 

1 回の試験結果は、呼

び強度の85%以上でな

ければならない。 

3 回の試験結果の平均

値は呼び強度 

以上でなければなら

ない。 

なお、1 回の試験とは

採取した試料で作っ

た3 個の供試体の平均

値で表したもの。 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【略】 

規格値 管理方法 処置 

1 回の試験結果は、呼

び強度の85%以上でな

ければならない。 

3 回の試験結果の平均

値は呼び強度 

以上でなければなら

ない。 

なお、1 回の意見とは

採取した試料で作っ

た3 個の供試体の平均

値で表したもの。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
旧142ページ 
新144ページ 
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土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

２ 土質関係 
【略】 
 

工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

道

路

工 

(1) 

路 

体 

・ 

路 

床 

盛 

土 

工 

材

料 

10 突固めによる土の

締固め試験 
省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 

施

工 

13 砂置換法による土

の密度試験 

 

省略  

省略 省略 

省略 省略  

省略 省略 

省略 省略  

 
【略】 

 

注）１.「425μｍふるい通過部分の塑性指数」は、「土の液性限界・塑性限界試

験」の試験結果である。 

  2.中規模以上の工事とは、施工面積 10,000 ㎡以上あるいは使用する基層及

び表層用混合物の総使用量が3,000t（コンクリートでは1,000m3）以上

の場合であり、それ未満の工事を小規模以下の工事という。 
 
 
 
 

２ 土質関係 
【略】 
 

工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

道

路

工 

(1) 

路 

体 

・ 

路 

床 

盛 

土 

工 

材

料 

10 突固めによる土締

試験 
省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 

施

工 

13 砂置換法による土

の試験 

 

省略  

 

 

省略 省略  

省略 省略  

省略 省略 

省略 省略  

 
【略】 

 

注）4.「425μｍふるい通過部分の塑性指数」は、「土の液性限界・塑性限界試験」

の試験結果である。 

  5 .中規模以上の工事とは、施工面積10,000㎡以上あるいは使用する基層及

び表層用混合物の総使用量が3,000t（コンクリートでは1,000m3）以上

の場合であり、それ未満の工事を小規模以下の工事という。 
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45 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
規格値 管理方法 処置 

 １．記録の方法 

試験結果の取りま

とめは下記による。 

 (1)試験結果は、各々所定

の様式に取りまとめ

測定値が 20 点以上の

場合は工程能力図、Ｘ

－Ｒs－Ｒｍ又はＸ－

Ｒ管理図等によって

管理し、20 点未満の

場合は結果一覧表に

よる。 

【省略】 

(1)所定の規格値が得られない場合は、再転圧、置

換等の処置を行う。 

 

 

 

 

１． 乾燥密度で規定する

場合 

路体 

JIS Ａ 1210 の試験

で最大乾燥密度に対する

締固め度は、 Ａ・Ｂ方法   

90％以上 

【略】 

特別仕様書による（路床） 

省略 

 

省略 

省略 

省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
規格値 管理方法 処置 

 １．記録の方法 

試験結果の取りま

とめは下記による。 

 (1)試験結果は、各々所定

の様式に取りまとめ

測定値が 20 点以上の

場合は工程能力図、Ｘ

－Ｒs－Ｒｍ又はＸ－

Ｒ管理図等によって

管理し、20 点未満の

場合は結果一覧表に

よる。 

【省略】 

(1)所定の規格値が得られない場合は、再転圧、置

換等の処置を行う。 

 

 

 

 

２． 乾燥密度で規定する

場合 

路体 

JIS Ａ 1210 の試験

で最大乾燥密度に対する

締固め度は、 Ａ・Ｂ方法   

90％以上 

【略】 

 

特別仕様書による（路床） 

省略 

 

省略 

省略 

省略 
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46 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

【略】 
 

工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

道

路

工 

(3) 

粒 

度 

調 

整 

路 

盤 

工 

 

上 

層 

路 

盤 

工 

 

材

料 

30 突固めによる土の

締固め 

試験 

省略 省略 

31 骨材のふるい分け

試験 

 

省略 

32修正ＣＢＲ試験 

 

省略 

33 425μｍふるい通

過部分の塑性指数 

 

省略 

省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【略】 
 

工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

道

路

工 

(3) 

粒 

度 

調 

整 

路 

盤 

工 

 

 

 

材

料 

30 突固めによる土の

締固め 

試験 

省略 省略 

31ふるい分け試験 

 

省略 

32修正ＣＢＲ試験 

 

省略 

33 425μｍふるい通

過部分の塑性指数 

 

省略 

省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 

省略 省略 
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47 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
規格値 管理方法 処置 

   

 

 

 

 

 

１．乾燥密度で規定す

る場合 

JIS Ａ 1210

の試験で最大乾燥

密度に対する締固

め度は、 

Ａ ・ Ｂ 方 法   

90％以上 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方法 

85％以上 

２．飽和度で規定する

場合、飽和度は 85

～95％の範囲とす

る。 

３．空気間ゲキ率で規

定する場合、空気間

ゲキ率は 2～10％の

範囲とする。 

上記によらない場

合は特別仕様書によ

る。 

 

省略 

 
規格値 管理方法 処置 

   

 

 

 

 

 

１．燥密度で規定する

場合 

JIS Ａ 1210

の試験で最大乾燥

密度に対する締固

め度は、 

Ａ ・ Ｂ 方 法   

90％以上 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方法 

85％以上 

２．飽和度で規定する

場合、飽和度は 85

～95％の範囲とす

る。 

３．空気間ゲキ率で規

定する場合、空気間

ゲキ率は 2～10％の

範囲とする。 

上記によらない場

合は特別仕様書によ

る。 

 

省略 
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48 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
規格値 管理方法 処置 

   

 

 

 

 

１．乾燥密度で規定す

る場合 

 JIS Ａ 1210の試

験で最大乾燥密度

に対する締固め度

は、 

Ａ・Ｂ方法   

90％以上 

(ため池整備において

は95%以上) 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方

法 85％以上 

２．飽和度で規定する

場合、飽和度は 85

～95％の範囲とす

る。 

３．空気間ゲキ率で規

定する場合、空気間

ゲキ率は 2～10％の

範囲とする。 

上記によらない場

合は特別仕様書によ

る。 
 

 
規格値 管理方法 処置 

   

 

 

 

 

１．乾燥密度で規定す

る場合 

 JIS Ａ 1210の試

験で最大乾燥密度

に対する締固め度

は、 

Ａ・Ｂ方法   

90％以上 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方

法 85％以上 

２．飽和度で規定する

場合、飽和度は 85

～95％の範囲とす

る。 

３．空気間ゲキ率で規

定する場合、空気間

ゲキ率は 2～10％の

範囲とする。 

 

上記によらない場

合は特別仕様書によ

る。 
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49 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

３ 石材関係 
【略】 
 
  ４ アスファルト関係 
 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(1) 

材 

料 

10針入度試験 

 
省略 省略 

11軟化点試験 省略 

12伸度試験 省略 

13 トルエン可溶分

試験 

省略 

14引火点試験 省略 

15薄膜加熱試験 省略 

【削除】 【削除】 

16 蒸発後の針入度

比試験 

省略 

 
【略】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 石材関係 
【略】 
 
  ４ アスファルト関係 
 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(1) 

材 

料 

10針入度試験 

 
省略 省略 

11軟化点試験 省略 

12伸度試験 省略 

13 トルエン可溶分

試験 

省略 

14引火点試験 省略 

15薄膜加熱試験 省略 

蒸発試験 JIS Ｋ 2207 

16 蒸発後の針入度

比試験 

省略 

 
【略】 
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50 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 
規格値 管理方法 処置 

舗装施工便覧参照 

(1) 舗装用石油アスフ

ァルト 

    表３．３．１ 

(2)  ポリマー改質ア

スファルト 

    表３．３．３ 

(3) セミブローンアス

ファルト 

    表３．３．４ 

 

 

 

省略 省略 

 

 

 

 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 フライアッシュ、石灰岩 

以外の岩石を粉砕した石粉をフィラ

ーとして用いる場合 

省略 

省略 
省略 

省略 

 
 
 
 
 
 

 
規格値 管理方法 処置 

舗装施工便覧参照 

(1) 舗装用石油アスフ

ァルト 

    表３．３．１ 

(2) ゴム・熱可塑性エ

ラストマー入りアス

ファルト 

    表３．３．３ 

(3) セミブローンアス

ファルト 

    表３．３．４ 

 

 

省略 省略 

 

 

 

 

省略 

省略 

省略 

省略 

省略 フライアッシュ、石灰岩 

やその他の岩石を粉砕した石粉をフ

ィラーとして用いる場合 

省略 

省略 
省略 

省略 
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51 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(1) 

材 

料 

31 鉄鋼スラグの水

浸膨張性試験 

 

省略 省略 

32 鉄鋼スラグの密

度及び吸水率試験 

【削除】 

  JIS A 1110 

33 骨材のすりへり

試験 

省略 

34 硫酸ナトリウム

による骨材の安定

性試験 

省略 

35 粗骨材の軟石量

試験 

省略 

36 骨材中に含まれ

る粘土塊量試験 

 

省略 

37 粗骨材の形状試

験 

省略 

 
【略】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(1) 

材 

料 

31 鉄鋼スラグの水

浸膨張性試験 

 

省略 省略 

32 鉄鋼スラグの密

度及び吸水率試験 

舗装調査・試験  

法便覧  A018  

33 骨材のすりへり

試験 

省略 

34 硫酸ナトリウム

による骨材の安定

性試験 

省略 

35 粗骨材の軟石量

試験 

省略 

36 骨材中に含まれ

る粘土塊量試験 

 

省略 

37 粗骨材の形状試

験 

省略 

 
【略】 
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52 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

規格値 管理方法 処置 

水浸膨張比 2.0％以下   

 

 

 

 

SS 

表乾密度：2.45g/cm3以上 

 吸水率 ：3.0%以下 

すり減り量 砕石 30％以下 

CSS  50％以下 

SS   30％以下 

損失量  12％以下 

軟石量 5％以下 

粘土、粘土塊量0.25％以下 

細長、あるいは扁平な石片

10.0％以下 

 

アスファルト量は±0.9％、粒

度は2.36mmふるい±12％及び

75μmふるい±5％【削除】。 

印字記録による場合は、舗装用

施工便覧表10.5.1による。 

 

 

 

配合設計で決定した温度 

 

 
 

規格値 管理方法 処置 

水浸膨張比 2.0％以下   

 

 

 

 

SS 

表乾密度：2.45g/cm3以上 

 吸水率 ：3.0%以下 

すり減り量 砕石 30％以下 

CSS  50％以下 

SS   30％以下 

損失量  12％以下 

軟石量 5％以下 

粘土、粘土塊量0.25％以下 

細長、あるいは扁平な石片

10.0％以下 

 

アスファルト量は±0.9％、粒

度は2.36mmふるい±12％及び

75μmふるい±5％を20回に１

回以上の確率で下回ってはな

らない。 

印字記録による場合は、アスフ

ァルト舗装要綱表６．５．７に

よる。 

配合設計で決定した温度 

 

 
 

 
旧158ページ 

新 160ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



53 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(3) 

舗 

設 

現 

場 

 

42温度測定 

（初期締固め前） 

 

 

温度計による 省略 

43密度測定 

 

【削除】 

舗装調査・試験法

便覧B008 

 

  

 

 

省略 

 
【略】 
 
 ５ プレキャストコンクリート製品及び鋼材関係 
 
（1）プレキャストコンクリート製品関係 
 
【略】 

 
（2）鋼材関係 

 
６ その他の二次製品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

10 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト 

(3) 

舗 

設 

現 

場 

 

42温度測定 

（初期締固め前） 

 

 

 省略 

43密度測定 

 

舗装試験法便覧 

  

  

 

 

 

 

省略 

 
【略】 
 
 ５ プレキャストコンクリート製品及び鋼材関係 
 
（1）プレキャストコンクリート製品関係 
 
【略】 

 

（2）鋼材関係 

 
 ６ その他の二次製品 
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54 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 種     類 規  格 試験方法 標準ロット数 

ダ 

ク 

タ 

イ 

ル 

鋳 

鉄 

管 

ダクタイル鋳鉄管 JIS  Ｇ 

5526 

JIS  Ｇ 

5526 

 φ    75～ 

250  200本 

 φ   300～ 

600  100本 

 φ   700～

1,000   60本 

 φ  1,100 ～

1,500   40本 

 φ  1,600 ～

2,600   30本 

ダクタイル鋳鉄異形

管 

JIS  Ｇ 

5527 

JIS  Ｇ 

5527 

ダクタイル鋳鉄直管 

ダクタイル鋳鉄異形

管  

ダクタイル鋳鉄管継

手 

 （農業用水用） 

JDPA G 1027 JDPA G 1027 

硬 

質

ポ

リ 

塩 

化 

ビ 

ニ 

ル 

管 

硬質ポリ塩化ビニル

管 

JIS  Ｋ 

6741 

JIS  Ｋ 

6741 

         

1,000本 

水道用硬質ポリ 

塩化ビニル管 

JIS  Ｋ 

6742 

JIS  Ｋ 

6742 

         

1,000本 

 
 
【略】 
 
 
 
 
 

 種     類 規  格 試験方法 標準ロット数 

ダ 

ク 

タ 

イ 

ル 

鋳 

鉄 

管 

ダクタイル鋳鉄管 JIS  Ｇ 

5526 

JIS  Ｇ 

5526 

 φ    75～ 

250  200本 

 φ   300～ 

600  100本 

 φ   700～

1,000   60本 

 φ  1,100 ～

1,500   40本 

 φ  1,600 ～

2,600   30本 

ダクタイル鋳鉄異形

管 

JIS  Ｇ 

5527 

JIS  Ｇ 

5527 

ダクタイル鋳鉄直管 

ダクタイル鋳鉄異形

管  

ダクタイル鋳鉄管継

手 

 （農業用水用） 

JDPA G 1027 JDPA G 1027 

硬 

質 

塩 

化 

ビ 

ニ 

ル 

管 

硬質ポリ塩化ビニル

管 

JIS  Ｋ 

6741 

JIS  Ｋ 

6741 

         

1,000本 

水道用硬質ポリ 

塩化ビニル管 

JIS  Ｋ 

6742 

JIS  Ｋ 

6742 

         

1,000本 

 

 

 

 

【略】 

 

 

 

 

 
旧166ページ 
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55 
 

土木施工管理基準の主要改正部分対照表 
改   正   後 現       行 摘  要 

 参考資料 
 

目次 
 
参考資料 

  

１  管水路の通水試験 …………………… 256 

２  杭の打ち止め管理（参考） …………………… 260 

３ 薬液注入工事に係る施工管理

等について 
…………………… 262 

４ トンネル（ＮＡＴＭ）観察・計

測（案） 
…………………… 265 

  〔参考資料〕ロックボルトの引抜

試験 
…………………… 286 

５ ＲＩ計器を用いた盛土の締固

め管理要領（案）について 
…………………… 288 

６ 突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄ・Ｅ）の適用について 
…………………… 310 

７ 管更生工法に係る施工管理に

ついて（参考） 
…………………… 311 
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【略】 
４ トンネル（NATM）観察・計測（案） 
 
【略】 

〔参 考 資 料       〕 

ロックボルトの引抜試験 

（１）計測の目的 

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする。 

（２）計測の要領 

【削除】 

下記のロックボルトの引抜試験方法に従って行う。引抜試験耐力は、ロックボ

ルト引抜き耐力の80％程度以上とし、総合的に合否を判断する。 

本記載の他、トンネル標準示形書[山岳工法・同解説] 2006を参考にする。 

【略】 

５ ＲＩ計器を用いた盛土の締固め管理要領（案）について 

【略】 

６ 突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）の適用について 
突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）の適用について 
～突固めによる土の締固め試験方法（JIS A 1210-2009）」～ 

１． ＪＩＳ Ａ １２１０－２００９ によると、突固め方法の種類は次の５種類に分類さ

れる。 
【略】 
     参考文献 
１）(社)地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説（平成２１年１１月） 
 
【略】 
 
 
 
 
 

【略】 
４ トンネル（NATM）観察・計測（案） 
 
【略】 

〔参 考 資 料       〕 

ロックボルトの引抜試験 

（１）計測の目的 

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする。 

（２）計測の要領 

   ロックボルトの引抜試験方法に従って行う。 

   実施時期は施工後３日経過後とし、最大引抜荷重10tonとする。 

 

 

【略】 

５ ＲＩ計器を用いた盛土の締固め管理要領（案）について 

【略】 

６ 突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）の適用について 
突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）の適用について 
～突固めによる土の締固め試験方法（JIS A 1210-1999）」～ 

１． ＪＩＳ Ａ １２１０－１９９９ によると、突固め方法の種類は次の５種類に分類さ

れる。 
【略】 
    参考文献 
１）(社)地盤工学会：土質試験の方法と解説－第１回改訂版－（平成１２年４月） 
           
【略】 
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１０ レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案 

 

１０ レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案） 
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